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が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
13
年
秋

ご
ろ
に
シ
ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
決
め
た
。

　
選
定
に
当
た
っ
て
は
複
数
社
か
ら
提
案
を

得
た
。
そ
の
方
向
性
は
二
つ
に
分
か
れ
た
。

一
つ
は
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
各
事

業
所
に
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

作
り
込
ん
で
い
く
シ
ス
テ
ム
。
も
う
一
つ
は

サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
１
台
だ
け
置

き
、
そ
こ
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
業
務
ソ
フ
ト

を
組
み
込
み
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ベ
ー
ス
で
端
末
か
ら

ア
ク
セ
ス
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　
「
前
者
は
事
業
所
ご
と
に
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
そ

の
こ
と
だ
け
で
も
コ
ス
ト
が
か
さ
む
の
は
明

白
で
し
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
面
倒
に
な
り

ま
す
。
一
方
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
は
統
合
型
の
シ

ス
テ
ム
を
組
む
上
で
は
明
ら
か
に
効
率
も
良

い
し
、
今
後
は
こ
の
方
式
が
主
流
に
な
る
だ

ろ
う
と
に
ら
ん
だ
の
で
す
」（
石
田
会
長
）

　
ま
た
後
者
の
提
案
は
、
受
注
か
ら
製
造
指

示
、
請
求
ま
で
一
気
通
貫
で
行
え
る
統
合
型

シ
ス
テ
ム
を
、
中
小
企
業
で
も
組
み
や
す
い

と
い
う
点
も
大
き
な
魅
力
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
業
務
ソ
フ
ト
を
組
み
込
む

こ
と
に
よ
る
も
の
。
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
作
り

込
む
業
務
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
導
入
ス
ピ
ー

ド
が
圧
倒
的
に
速
く
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
よ

る
コ
ス
ト
の
加
算
も
抑
え
ら
れ
る
。
あ
る
程

度
、
業
務
を
シ
ス
テ
ム
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

統
一
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
を

業
務
改
善
に
つ
な
げ
れ
ば
よ
い
。

地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

　
石
田
フ
ー
ド
は
１
９
７
４
年
に
創
業
し
た

惣
菜
・
弁
当
メ
ー
カ
ー
。
商
品
は
主
に
静
岡

県
内
の
量
販
店
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

　
「
当
社
は
地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
箱

根
西
麓
の
農
家
と
提
携
し
、
地
域
特
産
作
物

を
中
心
に
地
元
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た
商
品

を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は

石
田
世
静
取
締
役
会
長
。
生
産
は
三
島
工
場

に
加
え
、
２
０
１
５
年
に
新
設
し
た
長な
が
泉い
ず
み

工

場
の
両
拠
点
で
行
っ
て
い
る
。
三
島
工
場
で

は
和
洋
惣
菜
の
出
荷
が
中
心
だ
っ
た
が
、
長

泉
工
場
の
新
設
に
よ
り
弁
当
や
お
に
ぎ
り
な

ど
の
米
飯
事
業
に
も
乗
り
出
し
た
。
主
な
売

れ
筋
商
品
は
「
牛
カ
ル
ビ
弁
当
」「
赤
飯
い
な

り
」「
三
島
コ
ロ
ッ
ケ
」
な
ど
だ
と
い
う
。

　
早
く
か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
法
の
導
入
に
積

極
的
で
、
06
年
に
開
設
し
た
三
島
工
場
は（
一

社
）日
本
惣
菜
協
会
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
高
度
化

支
援
計
画
の
認
定
を
受
け
て
建
設
。
長
泉
工

場
も
同
協
会
の
「
Ｊ
ｍ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
惣
菜

製
造
管
理
認
定
）」
の
年
内
認
定
を
目
指
し
、

現
在
、
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
が

主
流
に
な
る
と
に
ら
む

　
同
社
で
は
長
年
、
受
注
と
請
求
の
各
業
務

に
つ
い
て
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
仕
様
の
オ
フ
ィ

ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
オ
フ
コ
ン
）
を
使
用

し
て
い
た
。
使
い
慣
れ
た
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た

が
や
が
て
老
朽
化
し
、
い
よ
い
よ
保
守
更
新

静
岡
県
三
島
市
に
本
社
を
置
く
和
洋
惣
菜
・
弁
当
メ
ー
カ
ー
の
石
田
フ
ー
ド
㈱
で
は
、

㈱
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
の
食
品
製
造
業
向
け
生
産
販
売
統
合
シ
ス
テ
ム
「Craft Line

」
を
導

入
し
、
受
注
、
製
造
指
示
、
出
荷
な
ど
の
業
務
の
大
幅
な
効
率
化
・
迅
速
化
を
実

現
し
た
。
日
配
品
を
扱
う
食
品
メ
ー
カ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
統
合
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

生
産
販
売
統
合
シ
ス
テ
ム
の
活
用
で

受
注
、製
造
指
示
、出
荷
な
ど
の

業
務
効
率
化
・
迅
速
化
を
実
現

石
田
フ
ー
ド
㈱

会社概要

本社所在地：静岡県三島市平成台 40-1
創　　　業：1974 年（会社設立は 78 年）
生 産 拠 点： 三島工場（静岡県三島市平

成台 40-1）、長泉工場（静岡
県駿東郡長泉町上長窪 359）

出 荷 品 目： ポテトサラダ、マカロニサラダ、
スパゲティサラダ、きんぴら
ごぼう、うの花、ひじき、弁当、
おにぎり、すしほか

取締役会長
石田 世静 氏

量販店向けに出荷されている惣菜の主な商品

ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン

20182018

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善



89 2018.4 89

4

3

5

1 （一社）日本惣菜協会のHACCP高度化支援計画の認
定を受けて建設された三島工場。写真は野菜室
2 回転釡から取り出されるうの花
3 クラフトラインのトップ画面例。任意の業務項目で
アラート設定することができる。数値上での異常が発
生すると、このように項目が赤く表示されるため、現
状での問題点を把握・共有しやすい
4 レシピ照会ページ。このように各商品の原料が階
層で表示されるため、レシピにアクセスしやすい
5 ラベル台紙も自動で出力。エクセルなどを使って個
別に作成する必要はなくなった

2

1

　
「
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
一
緒

に
し
た
方
が
、
誰
で
も
同
じ
感
覚
で
業
務
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ミ
ス
の
抑
制
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」（
同
）

ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
の
採
用

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
石
田
フ
ー
ド
が
選
ん

だ
の
は
、
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
社
の
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ

ン
だ
っ
た
。
生
産
管
理
や
販
売
管
理
、
在
庫

管
理
、
受
発
注
管
理
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、

原
価
計
算
な
ど
の
各
種
機
能
が
組
み
込
ま
れ

た
食
品
製
造
業
向
け
の
生
産
販
売
統
合
シ
ス

テ
ム
だ
。
こ
れ
ま
で
の
食
品
メ
ー
カ
ー
で
の

シ
ス
テ
ム
構
築
で
培
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
１
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
詰
め
込
ま
れ
て
お

り
、
大
掛
か
り
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
し
な
く

て
も
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

事
業
規
模
や
業
態
、
工
場
の
管
理
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
必
要
な
機
能
か
ら
段
階
的
に
拡
張

で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
中

小
企
業
か
ら
多
く
の
支
持
が
寄
せ
ら
れ
る
理

由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
「
業
務
の
見
え

る
化
」
に
向
け
た
機
能

が
強
化
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
製
造
原
価
と
標

準
原
価
の
乖か
い

離り

や
製
造・

原
料
入
荷
の
遅
延
、
停

滞
在
庫
な
ど
の
発
生
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
警
告

し
て
く
れ
る
ホ
ー
ム
画

面
は
「
誰
で
も
重
要
な

気
付
き
が
得
ら
れ
て
安

心
」
と
好
評
だ
。

　
「
従
来
は
受
注
情
報

を
基
に
一
つ
一
つ
エ
ク

セ
ル
に
入
力
し
て
各
業

務
を
こ
な
し
て
い
ま
し

た
が
、
統
合
シ
ス
テ
ム

の
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
な

ら
マ
ス
タ
に
登
録
を
し

た
商
品
は
こ
う
し
た
入

力
作
業
が
ほ
と
ん
ど
不

要
に
な
り
、
自
動
で
必

要
な
帳
票
が
出
力
さ
れ
ま
す
。
業
務
が
効
率

化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
入
力
間
違
い
に
よ

る
リ
ス
ク
も
減
ら
せ
る
の
は
大
き
な
魅
力
で

す
」（
同
）

段
階
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築

　
シ
ス
テ
ム
構
築
は
14
年
10
月
か
ら
17
年
６

月
に
か
け
て
進
め
ら
れ
た
。
途
中
、
長
泉
工

場
の
新
設
を
挟
み
な
が
ら
の
作
業
だ
っ
た
た

め
中
断
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
先
行
の
三

島
工
場
で
は
オ
フ
コ
ン
時
代
に
シ
ス
テ
ム
化

し
て
い
た
受
注
か
ら
出
荷
、
売
り
上
げ
の
各

管
理
機
能
だ
け
を
最
初
に
組
ん
で
運
用
を
開

始
し
た
こ
と
で
、
混
乱
は
な
か
っ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
構
成
の
全
容
は
図
の
通
り
。
主

に
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。
同
一
の
シ
ス
テ
ム
上
で
受
注

指
示
フ
ァ
イ
ル
の
取
り
込
み
か
ら
各
種
帳
票

長泉工場

三島工場

1期構築 ⬇
⬇

⬇ ⬇

⬇
⬇ ⬇3期構築

2期構築

⬇

⬇

帳 票 出 力受注指示
ファイル

クラフトラインの
画面から受注登録

外部アプリに
よる取り込み

⬇受注指示
ファイル

クラフトラインの
画面から受注登録

外部アプリに
よる取り込み

外製手配
登録

帳票出力

帳票出力

出荷登録

入荷登録

製造数
算出

棚卸し登録

ラベル
台紙

包材準備
リスト

コンテナ用
ラベル

⬇

帳 票 出 力
ラベル
台紙

商品別
製造集計表

商品別
店舗一覧

商品別
製造集計表

商品別
店舗一覧

コンテナ数
一覧 帳票出力

⬇
出荷登録

帳票出力

発注書

売上日計表

製造指示書 売上日計表

図 石田フードの業務システムフロー図（2018年4月現在）
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出
力
、
出
荷
登
録
、
売
上
日
計
表
の
作
成
ま

で
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
製
造
指
示
書
の
出
力
ま
で
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
15
年
２
月
に
は
レ
シ

ピ
マ
ス
タ
の
整
備
に
着
手
、
長
泉
工
場
で
は

試
験
運
用
を
経
て
16
年
３
月
に
本
運
用
を
開

始
し
た
。
さ
ら
に
17
年
７
月
に
は
三
島
工
場

で
原
料
や
資
材
な
ど
の
発
注
を
管
理
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
を
プ
ラ
ス
オ
ン
し
て
い
る
。

　
な
お
、
原
料
点
数
が
非
常
に
多
い
三
島
工

場
で
の
レ
シ
ピ
マ
ス
タ
の
整
備
は
現
在
も
続

い
て
お
り
、
製
造
指
示
書
の
出
力
機
能
の
完

成
は
18
年
内
を
見
込
ん
で
い
る
。

属
人
化
の
解
消
と

製
造
指
示
の
迅
速
化

　
新
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
す
ぐ
に
感
じ
た
メ

リ
ッ
ト
は
属
人
化
の
解
消
だ
っ
た
と
い
う
。

従
来
も
数
字
を
入
れ
れ
ば
帳
票
の
出
力
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
状
況
に
ぶ
つ
か
る
と
対

応
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
「
ど
う
し
て
も
経
験
に
基
づ
い
て
判
断
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
状
況
が
あ
り
、
そ
の
人
が

い
な
い
と
業
務
を
回
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
現
在
は
登
録
マ
ス
タ
の
情
報
と
受
注

指
示
フ
ァ
イ
ル
の
情
報
か
ら
自
動
で
各
帳
票

が
出
力
さ
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
課
題
も
大

き
く
解
消
で
き
た
と
思
い
ま
す
」（
同
）

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
す
で

に
長
泉
工
場
で
は
そ
の
機
能
が
稼
働
し
て
い

る
が
、
製
造
指
示
書
が
極
め
て
迅
速
に
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
い
わ
ゆ
る
日
配

品
を
出
荷
す
る
石
田
フ
ー
ド
の
出
荷
体
制
の

特
徴
と
し
て
は
、「
受
注
生
産
」「
短
納
期
」

「
複
雑
な
レ
シ
ピ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て

日
々
、
表
の
よ
う
な
課
題
と
常
に
向
き
合
う

こ
と
に
な
る
。

　
同
社
で
は
通
常
、
翌
日
の
受
注
が
確
定
す

る
の
が
前
日
の
16
時
だ
と
い
う
。
従
来
は
そ

の
段
階
で
よ
う
や
く
製
造
計
画
数
を
算
出
し

て
製
造
指
示
書
な
ど
の
必
要
な
帳
票
を
作
成

し
て
い
た
。
夕
方
か
ら
し
か
作
業
が
で
き
な

け
れ
ば
業
務
は
非
常
に
タ
イ
ト
に
な
り
、
属

人
化
も
避
け
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
リ
ス
ク

が
大
き
く
な
る
こ
と
は
明
白
だ
。

　
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
が
稼
働
し
て
か
ら
は
、❶

受
注
の
電
子
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
（
＝
受
注

登
録
）
❷
計
画
画
面
で
Ｍ
Ｒ
Ｐ
ボ
タ
ン
を
押

す
（
＝
所
要
量
計
算
）
❸
製
造
指
示
書
画
面

で
印
刷
ボ
タ
ン
を
押
す
（
＝
製
造
指
示
書
の

作
成
）
│
の
３
ス
テ
ッ
プ
だ
け
で
翌
日
の
製

造
指
示
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
作

業
に
要
す
る
時
間
は
ほ
ん
の
数
分
で
あ
る
。

新
商
品
に
つ
い
て
は
レ
シ
ピ
マ
ス
タ
を
登
録

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
後
は
基
本
的
に

前
述
の
３
ス
テ
ッ
プ
だ
け
で
よ
い
。
表
示
ラ

ベ
ル
の
貼
付
用
台
紙
や
出
荷
関
連
帳
票
の
印

刷
も
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
完
了
す
る
。

　
「
日
々
、
受
注
状
況
が
激
し
く
変
動
す
る
企

業
に
と
っ
て
は
、
特
に
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム

の
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
え
ま
す
」

（
同
）将

来
的
に
は
Ｐ
Ｌ
で
も
活
用

　
新
シ
ス
テ
ム
の
活
用
で
は
、
次
の
展
開
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
Ｐ
Ｌ

（
損
益
計
算
書
）
で
あ
る
。

　
「
現
在
、
勤
怠
管
理
を
別
の
シ
ス
テ
ム
で
行

っ
て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
は
そ
れ
と
ク
ラ

フ
ト
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
『
こ
の
工
程

で
は
誰
が
何
時
間
要
し
た
か
』
な
ど
を
割
り

出
し
、
事
業
部
ご
と
の
損
益
計
算
ま
で
出
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」（
同
）

　
原
料
費
、
資
材
費
な
ど
だ
け
で
な
く
、
人

件
費
を
含
め
て
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
よ

り
精
度
の
高
い
現
場
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く

と
い
う
わ
け
だ
。

　
長
泉
工
場
の
新
規
稼
働
も
あ
り
、
わ
ず
か

こ
の
数
年
で
出
荷
額
が
４
〜
５
倍
に
も
伸
び

続
け
て
い
る
同
社
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
を

続
け
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
業
務
の
質
に
対
す

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
意
識
が
向
け
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
。

1 賞味期限が短く日持ちがしないため製品在庫を持
てない。

2 受注数のブレがあるため見込み生産ではリスク（作
り過ぎ）が大きい。

3 受注が確定してから製造指示を出さなければなら
ない。

4 製造指示を出すためには所要量計算が必要。

5 原料点数が多いため、所要量計算について電卓を
たたいて行うと手間がかかる。

6
エクセルで所要量計算を行う場合、新商品やレシ
ピの変更時にマクロやセル設定の修正が大変でミ
スも発生しやすい。

拡張性が高く、
長く使えるシステムの構築

㈱ローゼック
代表取締役
早川 雅人 氏

　生産販売統合システムは、惣菜製造のような
原料の点数が多く階層の深い食品ほど、メリッ
トを引き出せるシステムだといえます。特に大
きいのが属人化の解消です。特定の人にしかで
きなかった業務をシステムで共有化・効率化で
きるからです。
　2013年当時ではまだ、WEBベース、すなわち
クラウド型のシステムを導入するのは勇気の要
る選択だったはずですが、石田フードさまには
先見の明があったといえます。工場の新設や業
務範囲の拡大など、クラウド型のシステムはこ
うした会社の変化に合わせて柔軟に対応できる
のが最大のメリットです。このように、時代の
流れと自社の将来像を見越した決断が、拡張性
が高く、長く使えるシステムの構築につながる
のではないでしょうか。

表 日配品を出荷する上での業務課題

20182018

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善

業務改善業務改善


